
    

    令和３年度事業報告  

１、 事業概況報告 

 

我が国においては、少子高齢化が進み人口が減少している中で、今後益々働く意欲

のある高齢者が活躍できる「生涯現役社会」の実現が重要となっています。このため、

シルバー人材センターは地域の日常生活に密着した就業機会を提供し、高齢者の「居

場所」と「出番」をつくり「生涯現役社会」の実現に大きな役割を果たしているとこ

ろです。 

特に、平成２８年６月に閣議決定された「ニッポン１億総活躍プラン」においては、

シルバー人材センターを通じた高齢者人材の活用が掲げられており、シルバー人材セ

ンター事業の重要性とシルバー人材センターに向けられる地域社会の期待はさらに

大きなものとなっています。 

 このような背景にあって、組織を再編した当シルバー人材センターは、両町村のご

指導とご支援、さらには地域の皆様方のご理解を頂きながら、着実な進展が図られて

参りました。しかしながら、令和２年以降、新型コロナウイルス感染症の感染拡大と

いう事態に見舞われ、雇用情勢をはじめ、社会経済活動は大きな影響を受け、シルバ

ー人材センター事業においても、会員数の減少や事業の休業等、大きな影響を受けて

います。このようなことから、令和３年度実績は前年度と比較して、一般企業・派遣

等が若干のダウンとはなりましたが、コロナ前と比較すると、大幅なダウンとなって

しまいました。引き続き第２次「中長期計画」の目標達成のため、就業開拓・安全適

正就業などの各事業に取り組みながら、組織基盤の強化に努めて参ります。 

一方、近年のシルバー人材センター事業を取り巻く環境は、改正高齢者雇用安定法

が施行され、７０歳までの就業機会確保が企業の努力義務になるなど、社会経済状況

も大きく変化しており、会員加入はこれまでにも増して厳しい状況が続いております。

会員と役職員が一丸となって、シルバー人材センターの「自主・自立・共働・共助」

の基本理念のもと、事業の発展と財政基盤の確保に努め、広く地域社会の期待に応え

るよう努力し、町村民に愛され信頼されるシルバー人材センターを目指して参ります。 

 なお、令和３年度の主な事業の実施状況については、次のとおり報告いたします。 

 

    

    

    



２、事業実施状況報告 

 

（１）経営基盤の確立と事業運営の効率化 

   平成２７年４月の湯川村との広域化により、それ以前の会員数から順調に会員

数を伸ばしてきましたが、最近は減少傾向に転じており、本年度は入会者が１７

名、退会者が１７名となり、前年と変わりなく会員数は１７３名となりました。 

  広報紙による会員募集と入会説明会を開催しましたが、本年度の目標である２

１０名の会員確保には及びませんでした。今後も引き続き入会状況を多方面から

分析し、入会者の掘り起しに努めます。 

経営の面では、契約金額（派遣・請負）で８千６百６１万円と前年度比で６６

万９千円（０．７７％）減となり、前年と比較するとわずかな減となっておりま

すが、コロナ前から比較しますと大幅な減となりました。その要因としましては、

従来からの年間契約がなくなったことや年度途中での契約解除、新型コロナウイ

ルス緊急事態宣言の発令による休業等があげられます。しかし、契約件数がコロ

ナ前と比較して４％減であまり減少しておらず、地域からの需要は衰えてはいな

いことから、地域の人手不足をシルバー会員がカバーできるよう就業開拓を進め

て参ります。また、高齢者福祉施策として町村補助金及び国庫補助金の交付を受

け安定した経営基盤を確保していますが、公益法人が安心して運営できるよう引

き続き要望活動を進めるとともに、組織運営体制である、地域班・職群班・各専

門委員会・理事会の機能を十分に生かし効率性を高め事業発展に努めて参ります。 

また、令和５年１０月に消費税において、適格請求書等保存方式(いわゆるイ

ンボイス制度)が導入される予定となっており、導入されればシルバー人材セン

ター事業運営に及ぼす影響が極めて大きいことから、安定的な事業運営が可能と

なる措置を内容とする請願書を両町村議会に提出し、採択となりました。 

    

（２）就業開拓及び普及啓発事業の推進 

就業開拓委員を中心に、公共機関及び事業所、家庭等の訪問活動を実施して積

極的な就業拡大に努めた結果、厳しい中でも相応の契約額を確保できました。 

普及啓発活動においては、広報誌によるシルバー事業のＰＲと会員の加入促進

に努めました。会員向けには、広報「私たちのシルバーだより」を年２回（４９

号、５０号）発行するとともに、ホームページ（ＨＰ）を定期的に更新し、広く

情報を提供しました。 

１０月１５日全国一斉の「シルバーの日」には、新型コロナウイルス感染症の

影響で、街頭啓発活動は中止としましたが、各家庭にポスティングを実施して、

ＰＲ活動に努めました。また、コロナ禍の中でも「シルバーの日」は施設清掃ボ 

 



ランテイアをはじめ社会奉仕活動に総勢５４名が参加しましたが、次年度も会員

の積極的な参加を促して参ります。 

 

（３）交流研修、技能開発の実施 

交流研修・技能開発委員会を中心に、県シ連はじめ関係機関、関係団体が主催 

する研修、講習会はコロナウイルス感染症により中止となってしまいました。 

しかし、今年度は福島労働局委託の「高齢者活躍人材確保育成事業」「空き家

講習会」を会津坂下会場で実施しました。この講習会は会津地方で初めての講習

会であり、応募者多数の中から、１５名定員で実施しました。当センター管内で

は、８名が受講しました。この講習会は公益事業として、広く町村民の方に参加

を呼びかける重要な講習会であることから、今後も各種講習会を積極的に計画し

てまいります。 

 

（４）安全適正就業対策事業 

  ① 傷害事故・損害事故 

    安全就業が最優先の課題として、安全適正就業推進大会や安全パトロールを

実施し、役職員が一体となって取り組んで参りました。事故発生状況は、傷害

事故３件・損害事故３件と前年(合計４件)を２件上回りました。しかも、傷害

事故１件については、通院１か月を超える事故でありました。 

今後も究極の目標を「事故ゼロ」と定め、安全適正就業大会での会員一人ひ

とりの自覚はもとより、安全適正就業委員会を中心とした安全パトロール活動

を進めて参ります。 

 ② セーフティチャレンジの参加 

     福島県交通安全協会主催による「令和３年度セーフティチャレンジ」に 

８組２４名が参加し、無事故無違反にチャレンジしました。 

 ７組が無事故無違反を達成しましたが、受賞者の該当はありませんでした。

参加チームによる啓蒙啓発は安全運転の意識を高める効果がありました。次 

年度も各委員会を通し積極的な参加呼びかけをして参ります。 

 

（５）事業報告にかかる付属明細書 

    令和３年度事業報告には「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行

規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要

な事項」がありませんので作成致しませんでした。 

    

    

    


